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子どもの放課後をどう保障するか 
―子どもの権利の視点からみた課題― 

安部 芳絵（工学院大学教育推進機構） 
 
１．子どもの放課後と成長・発達 
 子どもの放課後は家庭と学校の間の「おまけ」の時間ではない 
  じっくり・ゆっくり・自分のペースで、遊びを通して成長する時間 
  児童期から青年期にかけての自立の基礎を育む時間 
 遊びの意義 
  ホモ・ルーデンス（ホイジンガ）…人間の本質は遊び 学び＞遊び、ではない 
  主体性・社会性を育む場、失敗からも学ぶ 
 
２．放課後を支える専門性 
 子どもにとっての「居場所」 
  子どもの権利が保障される場…子どもの最善の利益⇔子どもの意見の尊重 

親・教師（タテ）、友達（ヨコ）ではない「第三のおとな」によるナナメの関係 
子どもが管理されず、強制されることなく、自分で考えて行動できる場 

 子どもの声を聴く 
親や教師を通さないで、直接子どもと話せる・向き合える場 
評価しない聴き方…何でも話せる 

  子どもの SOS→権利侵害かどうかの見極め→専門機関につなぐ 
 特別な支援を必要とする子どもたち 
  スティグマを付与することなく支える 
  
３．養成・研修 
 放課後児童支援員に係る都道府県認定資格研修 
  認定児童厚生員資格取得者に対する免除 
  都道府県以外での資格付与 
 力量形成 
   
４．災害復興と放課後支援 
 災害復興期において重要な役割を担うが、対策が遅れている 

災害時であっても遊ぶ場は必要…子どもの回復に寄与する 
子どもの安全を守る砦 
親の生活再建を支える 
 


























































































































